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経済産業省と東京証券取引所が全国で一業種一社、48社を選定

「健康経営銘柄 2021」に
 日東精工が選ばれました！
健康に関する当社の様々な施策・取り組みは社外からも高くご評価いただくようになり、
3月4日には「健康経営銘柄 2021」と「健康経営優良法人（ホワイト500）」にダブルで初選定されました。
今号では代表取締役常務の荒賀誠が当社「健康経営」についてご紹介していきます

健康経営の礎は企業理念
　当社には企業理念をまとめた冊子『我らの道』
がありますが、そのなかの我らの信条で最初にう
たっているのが〈一．我らはよい自己をつくる　
健康を増進し 品性を養い 知識を求め 技術をみが
いて　健全な人格をつくる〉です。

  

　今でこそ「健康経営」は企業価値を測る一つの
指針になっていますが、かつては「モーレツ」で
あることが美徳とされ、「24時間働けますか？」と
いったCMも流れるなど、多少無理をしてでも遮
二無二に働くことが良いという風潮がありました。
しかし、そんな時代にあっても、あるいはそれ以
前、半世紀以上も前から、当社では社員一人ひと
りが心も身体も健康であること、〈よい自己をつ
くる〉ことを、まずいちばんにおいてきました。
　そして標語、スローガンだけで終わらせること
なく、その時々に応じて対策を行ってきたことが、
今回の「健康経営銘柄 2021」の選定につながっ

たのだと思います。同時に経済産業省と日本健康
会議が共同で実施する「健康経営優良法人2021

（ホワイト500）」にも選定され、また今年は、こ
れに先立ち1月にはスポーツ庁から、従業員の健
康増進に積極的に取り組む企業として「スポーツ
エールカンパニー 2021」の認定も受けています。

中期経営計画で健康経営を加速化
　ここ数年の当社の健康への取り組みの一部をご
紹介すると――2019年から始まった中期経営計画

「健康経営銘柄」とは企業価値の向上を重視する投資家
に対して、健康経営に取り組む企業が社会的に評価され、
健康経営の取り組みがさらに促進されることを目指すも
の。「健康経営優良法人」とは健康経営の実践に向けた
基礎的な土台づくりとワークエンゲージメントといった
企業の取り組みが評価されるもので、日東精工はその上
位500法人に該当。「スポーツエールカンパニー」とは
スポーツ活動を積極的に取り組む企業を「見える化」し、
「従業員の健康管理を戦略的に取り組んでいる企業」と
して認定するものです
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　2020年2月には、健康保険組合連合会から与え
られる「健康優良企業認定証『銀』」を取得し、
またほぼ同時に、経済産業省から与えられる「健
康経営優良法人2020（大規模法人部門）」を認定。
そして既述のように本年の「スポーツエールカン
パニー2021」や「健康経営銘柄2021」「健康経営
優良法人2021（ホワイト500）」認定へとつながっ
ています。
「健康経営銘柄2021」は東京証券取引所の上場企
業の中から従業員の健康管理を経営的な視点で捉
え、積極的に取り組む企業を評価し、原則1業種に
つき1企業を選定するものです。全国でわずか48
社のなかのひとつとして、トヨタ自動車や花王、
富士フィルム、味の素など知名度の高い企業とと
もに日東精工が選ばれたことを誇りに思うと同時
に、それだけ高い社会的責任を担ったことを肝に
銘じたいと思っています。
　また当社では昨年、医療用照明器「フリーレッ
ド」の販売を開始したほか、P 3でも紹介してい
る「医療用生体内溶解性高純度マグネシウム」開
発など、医療分野をファスナー、産機、制御シス
テムに次ぐ4本目の柱と考えています。医療分野
に携わる以上「健康経営」をより一層充実させて
まいりたいと考えています。

「健康経営銘柄2021」のポスターは、経済産業省のホームページからダ
ウンロード可能。48社が紹介され、全国的に知名度の高い企業のトップ
とともに当社社長も掲載されている
https://www.meti.go.jp/press/2020/03/20210304004/20210304004.html

上の写真は当社野球部（左）と朝の「ラジオ体操」。当社では
世界ランキング1位を擁するパラグライダーをはじめ、野球、
バレーボール、バドミントン、少林寺拳法など部活動が盛ん。
自社体育館を所有すると同時に市の施設「日東精工アリーナ」
をスポンサードするなど、地域のスポーツ振興、健康づくり
もサポートしています。「Nicotto7」は、朝食をきちっととっ
たか、睡眠時間が足りているか、休肝日を設けているかなど7

つの項目をチェックしていく当社独自の健康プログラムです

「NITTOSEIKO Mission“G”」の戦略テーマに
「健康経営」の概念を盛り込み、社員のQOL（生

活の質）のいっそうの向上を図ってきました。
　具体的には、健康経営推進委員会を発足させ、

「生活習慣病などの疾病発生予防・重篤化予防」、
「メンタルヘルス不調等のストレス関連疾患の予

防」、「労働時間の適正化、ワークライフバランス
の確保」を重点課題に掲げ、その取り組みとして、
従来から実施している「朝のラジオ体操」や「野
球、バトミントンなどの部活動」に加え、体力づ
くり強化月間を制定し、体力年齢チェックの実施
や当社オリジナルの健康プログラム「Nicotto7

（ニコット7）」を立ち上げてチャレンジしています。

朝食

Nicotto7

夕食飲酒

運動メンタル
ヘルス

禁煙睡眠
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多くのメディアが注目！ 
世界初の「医療用生体内溶解性高純度マグネシウム」
　日東精工と京都府立医科
大学・富山大学などのグル
ープが京都府の支援を受け
て「医療用生体内溶解性高
純度マグネシウム」を開発。
特許出願を行い、本素材を
用いた医療用インプラント
製品の開発に本格的に着手することを2月18日に記
者発表しました。
　骨折手術などで骨の固定に使ったあと、役目を終
えると身体の中で溶けてしまう医療用インプラント
製品（髄内釘やねじ）に適した高純度マグネシウム
材料の開発に成功したというものです。従来の骨折
治療にはチタン合金やステンレス製の金属製インプ
ラントが使われ、骨の接合後に抜去する手術が必要
でしたが、それが不要となる世界初の画期的なもの
であること、これまでの医療常識を大きく変える可
能性が高いこともあり、さまざまな形でメディアに
ご紹介いただきました。
　今後も情報発信していく予定ですが、その一部を
ご紹介します。

☆全国紙、地元紙、地域紙、業界紙で速報
　記者会見をしたその日の夜の19時過ぎに京都新聞
デジタル版で速報として取り上げていただきました。
京都新聞や毎日新聞には紙面とデジタル版で大きくご

どを、当社代表取締役社長材木正己がご説明し、多
くの質問にも回答申し上げました。当社では経営の
透明性をいっそう図り、これからも等身大の姿をご
報告、発信し続けてまいります。

2020年12月期　第115期
決算説明会を開催しました
　3月9日、東京・日本橋にある日本投資環境研究所
で当社の2020年12月期決算説明会を開催しました。
中期経営計画「NITTOSEIKO Mission“G”」のも
と、当社はこれまで増収増益を続けてきましたが、
今期はコロナ禍で、成長戦略からいったん社員を守
るシフトに変更したことから売上高、純利益ともに
前期対比減となりました。しかし今後への布石は多
く打っており、実際、Ｖ字回復の兆しがあることな

マグネシウムは漢字で「鎂」と
書く。純度99.95％以上に精錬
した美しいマグネシウム

感染対策をしっかりし
たうえで開催。今回は
会場だけでなく、リモ
ートでもたくさんの方
に参加いただきました

紹介いただいたほか、朝日
新聞は記者発表翌日に「日
東精工がストップ高気配、
医療用高純度マグネシウム
の開発に成功」との見出し
で、デジタル版経済面で取
り上げていただきました。
　また地元あやべ市民新聞
に一面トップで紹介された
ほか、電波新聞、北近畿経
済新聞などの業界紙、地方
紙と共同通信の「47ニュース」などにも掲載されま
した。京都府や京都府中小企業技術センター、冨山大
学などの共同研究開発関係のホームページ、日本ねじ
工業協会のホームページなどにも紹介されています

☆医師専門の会員制サイト「MedPeer」
　MEDICAL NEWS LINEで放送
「MedPeer」は医師専用の医療サイトで現在、会員
約12万人、日本の医師の3人に1人が参加しているサ
イトです。このサイトに協力する東京のMXテレビか
ら連絡をいただき「医療用生体内溶解性高純度マグネ
シウム」の取材を受けました。「MedPeer」のMEDICAL 
NEWS LINEで紹介されました。
　日東精工はファスナー、産機、制御システムの3つ
の事業に加え、新しい柱として「医療分野」への拡充
を図っていますが、多くの医療従事者に当社の開発技
術を訴求できました

2月24日付「あやべ市民新聞」

NITTOSEIKO GROUP,s TOPICS 
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発行：日東精工株式会社経営企画室
当社ホームページでは本ニュースレターのバックナンバーほか、事業や新製品のより詳しい情報を閲読いただけます

f r o m 社 長 室 正 己 語 録 ㊵

ますま すよくなる。必ずよくなる！

足
が
す
く
ん
で
、
前
に
進
め
な
く

な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

☆

〈
想
像
力
と
意
思
が
争
う
と
き
、

必
ず
想
像
力
が
勝
ち
、
例
外
は
な

い
〉
こ
れ
は
心
理
療
法
者
（
博
士
）

エ
ミ
ー
ル
・
ク
ー
エ
の
言
葉
。

　

た
と
え
ば
、昔
、お
ぼ
れ
て
苦
し

い
思
い
を
し
た
人
は
「
安
全
対
策

を
し
た
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
く
ら

理
詰
め
で
説
明
さ
れ
て
も
、
い
ざ

水
の
前
に
立
つ
と
過
去
の
記
憶
が

よ
み
が
え
り
、
恐
怖
を
感
じ
て
し

ま
い
ま
す
。
意
思
や
理
性
よ
り
も
、

イ
メ
ー
ジ
・
想
像
力
が
優
先
さ
れ

て
し
ま
う
の
で
す
。

　

相
撲
で
横
綱
が
強
い
の
は
た
し

か
に
そ
れ
だ
け
の
力
が
あ
る
か
ら

で
す
が
、
出
稽
古
な
ど
で
圧
倒
的

な
力
を
見
せ
つ
け
て
お
い
て
、も
う

か
な
わ
な
い
と
下
位
の
力
士
に
イ

メ
ー
ジ
を
植
え
つ
け
る
か
ら
で
す
。

　

よ
い
結
果
を
得
る
た
め
に
は
、

い
か
に
プ
ラ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
も

て
る
か
が
大
切
で
す
。
エ
ミ
ー
ル

博
士
は
、
自
分
に
と
っ
て
気
持
ち

の
い
い
言
葉
を
繰
り
返
し
唱
え
る

こ
と
で
、
そ
れ
を
脳
に
イ
ン
プ
ッ

時
中
に
竹
槍
で
爆
撃
機
を

落
と
す
訓
練
が
さ
れ
た
と

い
う
話
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

非
現
実
な
こ
と
で
し
た
。
実
際
、

根
性
や
精
神
論
だ
け
で
は
、
ど
う

し
よ
う
も
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
今
の
時
代
、
Ａ
Ｉ
な
ど

が
進
む
ほ
ど
、
未
来
予
測
の
精
度

も
上
が
り
、
な
に
が
で
き
て
、
な

に
が
で
き
な
い
か
な
ど
も
、
詳
細

に
判
別
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
一
方
で
、
感
情
を
侮
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、

幅
50
セ
ン
チ
ほ
ど
の
白
線
の
上
を

「
線
か
ら
は
み
出
さ
ず
に
ま
っ
す

ぐ
歩
い
て
み
て
」
と
い
わ
れ
た
と

し
ま
す
。
ケ
ガ
を
し
て
い
た
り
、

高
齢
者
だ
っ
た
り
、
身
体
に
ハ
ン

デ
ィ
が
あ
っ
た
り
す
れ
ば
別
で
す

が
、
た
い
て
い
の
人
は
い
と
も
た

や
す
く
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

で
も
高
層
ビ
ル
の
ビ
ル
と
ビ
ル

の
間
に
、
50
セ
ン
チ
幅
の
板
を
渡

し
て
「
こ
の
板
の
上
を
歩
い
て
隣

の
ビ
ル
に
移
る
よ
う
に
」
と
い
わ

れ
る
と
、
同
じ
50
セ
ン
チ
幅
で
も
、

今
度
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
「
落
ち

た
ら
死
ん
で
し
ま
う
」
と
恐
怖
で

戦

ト
す
る
大
切
さ
を
患
者
に
説
き
、

実
際
、
高
い
効
果
を
上
げ
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
毎
日
、
朝
晩
1

日
2
回
、「
私
は
毎
日
あ
ら
ゆ
る

面
で
、
ま
す
ま
す
よ
く
な
っ
て
い

る
」
と
繰
り
返
し
20
回
唱
え
る
。

こ
れ
だ
け
で
心
身
と
も
に
好
転
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

エ
ミ
ー
ル
博
士
が
活
躍
し
た
の

は
、
１
０
０
年
も
前
な
の
で
す
が
、

こ
の
理
論
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
た

「
ア
フ
ァ
メ
ー
シ
ョ
ン（
自
分
へ
の

積
極
的
・
肯
定
的
宣
言
）」は
、今

も
多
く
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

肯
定
的
な
言
葉
を
繰
り
返
し
口

に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
実
際
、

弊
社
で
は
こ
の
春
、
医
療
分
野
で

「
高
純
度
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
材
料
」

の
開
発
に
世
界
で
初
め
て
成
功
し

た
こ
と
を
リ
リ
ー
ス
で
き
ま
し
た

し
、
巻
頭
特
集
で
紹
介
し
た
よ
う

に
、
健
康
経
営
を
各
方
面
か
ら
高

評
価
い
た
だ
き
、
新
し
い
よ
い
風

が
た
く
さ
ん
吹
い
て
い
ま
す
。

「
よ
い
こ
と
が
あ
る
。
ま
す
ま
す

よ
く
な
る
。
き
っ
と
よ
く
な
る
。

必
ず
よ
く
な
る
」
を
合
言
葉
に
し

て
、
皆
で
一
丸
と
な
っ
て
前
に
進

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　あやべではかつて高速道路建設の過程で古墳
が発見されました。今は古墳の下を高速道路
が走る、古墳公園として整備されています。
　そして今年1月、福知山方面に向かう京都府
道沿いで、むき出しになっている岩に、なんと
1億5000年の歴史があることがわかったのです。
はるか昔に、何千キロも離れた大陸の縁からプ
レートにもぐりこみ運ばれて
きた岩石で「丹波層群」と呼
ばれるものだそうです。
　人も車も自由に行き来でき
る道に、1億5000年の歴史の
重み。日東精工本社のある、
あやべは、道路にも夢・ロマ
ンがあるのです！

1億5000年前の岩！
連載㊱

あやべ  ちょっと寄り道

1月27日付あやべ市民新聞
の一面で大きく紹介


